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●新春のご挨拶

●診療科profile『消化器科』～part2～

●新病院建設NEWS No.6

●『お出かけ院長室』～あなたの地域に伺います～

●外来診療一覧、編集後記

大田市立病院の様々な情報をホームページ・facebookに掲載
しています。

※『銀の風』は世界遺産「石見銀山遺跡」から着想を得ています。「石見銀山遺跡とその文化的景観」は

人類の平和と人権の尊重をめざすユネスコの世界遺産に登録されています。

2020 新春号

Vol.２５

大 田 市 立 病 院

１）大田二次医療圏の中核病院として、５疾病５事業を中心とした急性期医療を提供します。
２）病病・病診連携により、圏域に必要な医療提供に努めます。
３）地域で必要度の高い疾病に対し、保健・福祉と連携した予防から介護までの一体的医療

サービスを提供します。
４）訪問看護等を通して在宅医療や地域医療の向上に寄与します。
５）医療水準の向上と安全な医療環境整備に努めます。
６）職員相互の協調によるチーム医療の実践と、よき医療人としての人材育成に努めます。

誠意

和

ホームページ facebook

奉仕

銀の風

新年あけましておめでとうございます。
本年は、いよいよ新病院がオープン、大田市立病院にとっては新しい歴史がス

タートする年となります。新病院は現在よりベッド数を減じ229床となりますが、
3.0テスラMRIやDual-energyCTなどの最新鋭の診断機器に加え、プライバシー保
護を考慮して多数の個室を用意、化学療法室や透析室の拡充を図るなど、質の高い
医療と快適な療養空間を提供できる病院となっています。
今後は職員の一層の資質向上にも努め、市民の皆さんの安心安全の砦となれるよ

う、職員一同頑張ってまいります。
皆様のご支援ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましてはさわやかな新春を迎えられたこととお慶び申し上げます。
今年は新病院への移転を5月に控え、地域の皆様方にはご不便をおかけするか

と思いますがご協力のほどよろしくお願い致します。
職員一同ハード面に負けないよう、医療サービスのあるべき姿を見据えながら

ソフト面の充実も図って行かなければと強く心しております。今年も様々な取り
組みを通して地域に根ざした病院として、患者さんや家族の方々に信頼され安心
して頂ける看護を提供できるようにしていきます。
今後とも地域の皆さまの温かいご理解・ご支援を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。

明けましておめでとうございます。
市立病院にとっても、大田市にとっても、大変大きな事業である新病院が、構想から８

年を経て、この５月に誕生します。「令和」の時代とともに、市立病院は新たな歴史を刻
んでいくこととなります。
この1年の私たちの取組みが、これからの新病院の評価につながると思っています。責

任の重さを感じています。「建物は、新しくなったのに、中身はダメだね」なんて言われ
ないよう、患者さんに寄り添う気持ちを、常に持ち、信頼される病院づくりにいっそう取
り組んでまいります。
また、「みなさまの声」が「病院を良くする財産」と思っています。遠慮なくお聞かせ

頂き、一緒に新たな病院を創っていきたいと思います。よろしくお願いします。

新春のご挨拶

院長

西尾 祐二

看護部長

今田 眞美

事務部長

島林 大吾



診療科profile『消化器科』
～part2～

上下部内視鏡

上部消化管内視鏡（胃カメラ）、下部消化管内視鏡（大腸カメラ）で検査治療を行い

ます。

胃潰瘍などの出血に対する止血処置や早期がん、ポリープの内視鏡的切除、異物除去や

胃瘻造設など多岐にわたり処置を行っています。

上部消化管内視鏡は、苦しいものというイメージがあるかもしれませんが、最近は経

鼻内視鏡など会話をしながらでも可能な検査もあります。精密検査や治療の際は専用の

経口内視鏡を用いますが、鎮静剤の使用なども可能ですので、検査の際は医師に相談し

てみてください。

下部消化管内視鏡検査は、大腸の走行、癒着など検査の侵襲は個人差が大きいもので

すが、当院には、精密検査用の内視鏡から、挿入困難者用の細くて、やわらかい内視鏡

まで揃っており、安心して検査をうけていただくことができます。鎮静剤の使用も可能

ですので、主治医にご相談ください。

胆膵内視鏡

側視鏡という特殊な内視鏡を用いて、胆道、膵臓の検査、治療を行います。

胆石の中でも、特に総胆管にある結石に対し内視鏡的に結石除去を行ったり、ステン

ト留置を行います。胆道、膵臓のがんによって胆汁の流れが悪くなった場合（閉塞性

黄疸）、ステント治療によって黄疸の解除を行います。

また、最近は胆道、膵臓をより詳しく評価するために超音波内視鏡を用いて精密検

査を行い、必要に応じて組織検査（EUS-FNA）を行うことが推奨されていますが、

当院でも対応しております。

前回は、消化器科の領域の中でも肝臓の病気の

説明をしましたが、今回は内視鏡の紹介をさせて

いただきます。

現在、消化器科は常勤医2名（増原、石田）と

非常勤医2名にて内視鏡検査・治療を担当してい

ます。いずれも、消化器内視鏡専門医もしくは指

導医の資格をもっています。

私の専門領域
内視鏡検査の中でも、専門性の高い検査・治療になりますが、

私自身は特にこの胆膵内視鏡検査・治療を専門に診療してきま

したので、県内の他病院と比べても遜色ない医療を提供できる

ものと考えております。

内視鏡検査数（年間）
上部消化管内視鏡件数 987件（治療内視鏡件数 96件）
下部消化管内視鏡件数 478件（治療内視鏡件数 187件）
胆膵内視鏡件数 ERCP 119件、EUS（+FNA） 35件

［内視鏡カンファレンスの様子］（消化器科 医長 石田 周幸）

消化器科 医長 石田 周幸 医師

いしだ しゅうこう



『新大田市立病院』が竣工します！

2020年1月末竣工。5月7日開院！

2018年1月にスタートしました新大田

市立病院建築工事は順調に進み、本年1月

末に建物本体が竣工する運びとなりました。

竣工後は、各種システムや医療機器・備

品等の整備を行い、5月4日には入院患者

さんの移転を含め新病院に機能を移転し、

5月7日に外来診療を開始する予定です。

《新病院の概要》
➢敷地面積：53,680㎡
➢延床面積：18,958㎡
➢構造規模：基礎免震構造/鉄筋コンクリート造

地上5階、塔屋1階
➢病 棟 数：5病棟
➢病 床 数:229床（急性期病床139床、地域包括
ケア病床45床、回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病床45床）

【当面のスケジュール】

2020年1月 2月 3月 4月 5月 6月以降

工程表

主要行事

本体工事 外構工事 旧病院解体

医療機器・備品等整備

リハーサル

▲

▲

▲▲
1月末
本体竣工・引渡し

4/11
竣工式

5/7 開院

5/4 機能移転（引越し）

［エントランスホール］（イメージ図）

内装デザインは木目を基調とし、壁面に地元
産“福光石”を配するなど、温かみのある空
間計画としています。

[ホスピタルストリート]（イメージ図）

建物1Fの南北を貫くメインストリート。外来
と各診療部門を結ぶ主動線であるとともに、
癒しと交流の場としての機能を有する広々と
した空間です。
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TEL：0854－82－0330

FAX：0854－84－7749

【受付時間】 8：３０～１１：００（予約の方はこれ以外の時間になることがあります）

※１ 第２・４・５水曜日

※２ 予約券をお持ちの方は８：３０～１５：３０（初診の受付を制限する場合があります）

※３ 隔週で午後の診察（１３：１５～１５：００）もあります

※４ 初めて受診される方は８：３０～１０：３０

※５ 第２金曜日１４：００～１６：００

※６ 第１木曜日 ※７ 第２木曜日 ※８ 第３木曜日

※９ 前週の火曜日または木曜日にレントゲン撮影があります

令和２年１月１日現在（●初めての受診が可能 ○予約の方のみ）

診 療 科 月 火 水 木 金

一
般
外
来

内科 ● ● ● ● ●

神経内科 ● ●隔週

呼吸器内科 ● ●

消化器科 ● ●

循環器科 ● ● ●

メンタルヘルス科 〇

小児科 ● ● ● ● ●

外科 ● ● ● ● ●

呼吸器外科 ●

心臓血管外科 ●※１

整形外科 ●※２ ●※２ ●※２

脳神経外科 ● ● ●

皮膚科 ●※３ ● ● ● ●

泌尿器科 ● ● ● ● ●

産婦人科 ● ● ● ● ●

放射線科 ● ●

ペインクリニック ● ● ● ●

眼科 ●※４ ●※４

耳鼻咽喉科 ● ●

総合診療科 ● ●

専
門
外
来

リウマチ外来 〇 〇

腎臓内科 〇

血液・腫瘍内科 ● ●

ペースメーカー外来 〇※５

小児神経外来 〇※６

小児心臓外来 〇

発達障害外来 〇※７

乳児健診 〇

小児予防接種 〇

緩和ケア 〇※８

乳がん検診 〇※９ 〇※９ 〇※９ 〇※９

～編集後記～

令和元年11月18日(月)に、志学で『お出かけ院長室』

を開催しました。

当日は、大田市立病院の診療体制や令和２年に開院を

予定している新病院の機能について西尾院長がお話し、

地域のかたとの積極的な意見交換の場となりました。

『お出かけ院長室』・『出前講座』ともにご希望があ

れば随時開催いたします。

皆さま、お気軽にお問い合わせください。

『お出かけ院長室』
～あなたの地域に伺います～

大田市立病院 院長

西尾 祐二 医師

新年明けましておめでとうござい

ます。「銀の風」読者の皆さまはい

かがお過ごしでしょうか。

昨年元号が『令和』となり、早く

も令和２年がスタートしました。本

年は大田市立病院にとって、新病院

開院という節目の年となります。病

院は昨年以上にあわただしくなりま

すが、『銀の風』を通して病院の様

子を読者の皆さまにお伝えできれば

と思います。

本年もよろしくお願いいたします。

（担当N・Ｔ）


